別紙１
業務名　□□□業務
企　画　提　案　書

（　商号または名称　）


１　参加表明者における過去５年間の同種業務の実績
業務名：　□□□業務

商号又は名称：
１　同種業務の実績

	業務名
	業務概要
	発注機関
	契約年月日
	契約金額

(千円)
	調査場所

	1
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	


【注意事項】

・同種業務は、国、地方公共団体、公社・公団・公庫等（法律に基づいて設置された独立行政法人及び認可法人を含む）から受託した業務とする。

・前年度から過去５年間に実施・完了した同種業務を全て記載する。

・実績がない場合は、「実績無し」と記載する。
・契約金額は、千円未満を切り捨てる。

・調査場所は、関係市町村名を記載する。

・同種業務とは

　　「○○事業等により整備した○○漁場等の○○効果調査」など

２　業務の実施方針、実施手法、留意事項への対応

業務名：　□□□業務

商号又は名称：
１　業務の実施方針

【注意事項】
・業務全体の進め方、解析・とりまとめ方法について簡潔に記載する。

２　実施手法

【注意事項】
・応募要領に記載されている業務の内容にある項目ごとに、調査時期・回数・頻度、場所・観察範囲、手段、測定及び記録する項目・精度・個（体）数、対象生物の範囲・想定採取量・同定レベル（目、科、属、種）、探査機・測定機・分析機等主要機器の名称（メーカー・品名）、使用する船舶・漁具・装置、統計処理法等を具体的に記載する。
３　留意事項への対応

【注意事項】
・参考資料に示された各留意事項への対応を記載する。

特に潜水調査では、密漁等不正規漁業防止策を出来るだけ具体的に記すこと。

（記載例）

・潜水調査は、候補者が雇用する正規社員ダイバーにより実施する。

・潜水作業を委託する場合は、青森県農林水産部長が認定する有資格潜水業者とする。
など
３　業務の実施体制等

業務名：　□□□業務

商号又は名称：
１　業務に携わる予定担当者

	
	氏　名
	所有技術資格等
	同種業務の担当実績

	1
	
	1
	1

	
	
	2
	2

	
	
	3
	3

	
	
	4
	4

	
	
	5
	5

	
	
	6
	6

	
	
	7
	7

	
	
	8
	8

	2
	
	1
	1

	
	
	2
	2

	
	
	3
	3

	
	
	4
	4

	
	
	5
	5

	
	
	6
	6

	
	
	7
	7

	
	
	8
	8


【注意事項】

・氏名には、「ふりがな」をふる。
・業務を管理する主担当技術者には氏名の前に○を記載する。
・所有技術資格には、学位（博士・修士）、技術士、RCCM、国家潜水士等を記載し、分野や部門等があれば括弧書きで併記する。
・担当業務の欄には、「業務の実施手法」に記載した項目の番号を記載する。

・業務の一部を再委託する場合で、再委託先の予定担当者が決定している場合は、本表に記載する。

２　再委託業務の内容

	再委託先
	委託業務の概要
	委託額（千円）
	摘要

	
	
	
	


【注意事項】

・提案書提出者以外の者に、潜水作業、依頼分析や生物種同定の役務等を委託する場合は、本欄に記載する。

・契約締結後に見積合わせ等により再委託先を決定する場合は、「摘要」の欄にその旨記載し、「再委託先」の欄には見積徴収先の企業名や範疇を記載する。

・委託額は、見積書の当該欄に記載した金額と同額とすること。

４　見積書（積算内訳）
業務名：　□□□業務

商号又は名称：
見積額　金　　　　　　　　　　　　円（ただし、消費税を含まない額）

　積算内訳
	区　分
	数量
	単位
	単価
	金　額
	備　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


【注意事項】

・必要に応じて積算参考資料を添付する。

・作業項目毎に職種、人員等の内訳を整理する。
・本様式の内容がすべて記載されている場合は、各法人の書式による見積書に代えて提出できる。


